
上
ん
と
笠
む
。
利
家
同
給
ひ
、
出
品
次
が
心
直
て
我
等
K
茶
を
く
れ
ん

と
申
候
と
悦
給
弘
、
慶
次
宅
へ
入
給
ふ
。
出
血
次
水
風
呂
に
冷
水
を
だ

ぷ
/
¥
と
汲
入
、
茶
岨
阿
て
後
同
盟
次
巾
候
は
、
今
日
は
殊
の
外
夫
7
・、候。

私
風
績
を
用
不
申
候
陀
付
、
湯
風
呂
を
申
付
候
問
、
御
入
可
被
成
哉

と
横
山
山
按
守
際
部
臨
副
知
山
取
れ
を
以
伺
し
か
ば
、
利
家
則
浴
室

陀
入
給
ム
。
内
出
次
湯
加
減
を
試
て
成
税
能
候
と
申
上
て
、
利
家
繰
陀

成
て
だ
ぷ
と
入
り
給
ふ
に
冷
水
也
。
利
家
舵
と
瀦
き
、
共
徒
も
の
の

可
取
小

院
経
刈

て
狗
官
し
け
る
は
、
関
戸
侯
の
封
と
い
ふ
と
も
、
心
民
不
叫
川
は
浪
人

陀
同
じ
。
只
L
K

心
に
趨
ふ
を
以
て
市
内
戸
侯
と
云
ベ
し
。
去
る
も
留
る

も
共
所
を
得
を
楽
し
と
思
ム
也
。
所
設
立
退
べ
し
と
思
ひ
し
が
叉
持

病
の
徒
心
起
り
、
只
立
退
ん
は
無
念
也
と
な
も
ひ
、
利
家
へ
御
茶
を

久
兵
衛
花
此
筆
記
を
み
せ
候
へ
ば
、
少
も
相
注
無
之
と
申
候
。

一
、
前
回
慶
次
の
逸
背
中

前
倒
出
血
弐
は
資
州
利
家
卿
の
い
と
と
也
。
天
性
徒
も
の
に
て
、
一
代

の
哨
も
色
々
あ
り
二
初
は
利
出
家
へ
悲
仕
、
武
功
度
々
に
及
ぶ
。
聞
申
問
・

歌団地
・飢
舞
医
長
じ
源
氏
物
組
問
の
一
時
剛
伸
、
伊
勢
物
語
の
秘
仰
迄
受
て
文

武
の
士
と
一
耳
。
利
家
、
民
次
が
世
を
粧
〈
存
候
を
、
ひ
た
と
叱
り
給
ム

を
皮
次
不
足
陀
存
じ
、
此
家
に
久
し
〈
不
可
腐
と
思
て
、
大
臣
つ
い

四

走
あ
り
。
客
般
に
器
盤
あ
り
。
州
民
次
見
て
悲
酬
明
を
す
る
。
利
品
川
問
。

・4
魁
は
恭
が
成
る
か
、
一
帯
打
た
ん
と
あ
り
。
度
弐
御
相
手
仕
候
は

ん
、
但
A
H
候
は

Y
A梁
へ
し
っ
ぺ
い
を
w
切
る
管
陀
阿
世
て
捗
を
初
る
。

民
次
態
と
負
た
り
。
さ
ら
ば
御
約
束
の
逝

P
、
私
へ
し
っ
ぺ
い
を
御

賞
候
へ
と
い
ふ
。
利
山
川
約
束
の
事
な
れ
ど
も
、
品
叩
の
身
に
て
人
を
焔

及
凡
ん
は
削
聞
東
浪
人
、
中
円
供
養
三
皮
し
た
る
も
の
也
。
其
外
部
生
家
の

浪
人
多
し
。
芯
質
問
持
三
本
衛
門
-w市
生
業
浪
守
得
一
耳
は
、
股
械
の
仰
向

依
品
聞
な
れ
ど
も
、
一林
泉
寺
が
顔
ほ
ど
陀
〈
て
い
に
て
、
一
移
は
り
度

き
削
聞
は
世
陀
な
し
と
一
宮
。
向
庄
次
さ
ら
ば
我
号
往
て
林
泉
寺
が
傾
を
は

ら
ん
と
云
て
必
融
陀
ば
け
、
林
泉
寺
へ
行
き
庭
の
築
山
所
笠
し
て
見

物
し
、
五
言
絶
何
の
詩
を
即
時
K
作
り
方
丈
へ
進
上
す
。
和
山
岡
山
山
曾

て
、
巡
砲
に
は
奇
特
也
、
銀
h
k

作
者
哉
と
て
唱
和
な
ど
給
は
り
中
々
馳

家
大
陀
n
Z
て
方
々
を
被
帯
候
へ
共
、
閥
束
へ
逃
下
り
景
勝
へ
五
千
石

陀
て
出
た
り
。
利
家
を
悌
り
出
家
し
て
、
殺
出
棋
院
ひ
ょ
っ
と
加
と
名

を
か
へ
、
今
は
長
袖
也
と
て
二
郎
袖
に
し
て
指
ν
之
。
景
勝
へ
目
見
す

る
具
、
問
、
品
開
株
へ
入
部
の
頃
陀
て
、
賭
抽
出
入
新
多
者
多
し
。
山
上
道

が
す
な
と
呼
給
ム
。
段
次
は
松
風
と
云
ふ
口
寸
M
m
E持
け
れ
ば
、
品班て

裏
門
陀
立
世
た
り
し
が
、
共
位
打
来
て
行
方
し
ら
十
成
に
け
り
。
利

を
呼
陀
被
越
候
。
旗
本
一
関
偽
金
の
成
斗
制
三
酬
の
持
物
陀
て
、
光

り
波
て
駈
付
候
相
何
共
、
長
重
早
々
披
へ
入
り
、

坂
井
奥
方
術
門
掛
橋

衛
門
は
南
端
尚
弁
へ
来
り
長
置
を
蹴
て
、
今
日
の
御
勝
は
御
仕
合
と
申

者
也
。
大
敵
前
に
あ
り
深
入
仕
候
は
ピ
、
三
遊
山
の
敵
共
蹴
に
来
て

懸
橋
口
へ
芭
陀
染
込
候
は
ど
、
此
去
へ
山
候
人
数
敵
の
跡
陀
成
て
、

何
の
剤
陀
立
可
巾
哉
、
早
々
可
引
取
所
也
と
問
問
見
巾
侠
故
、
長
翠
も

引
取
被
申
候
。
早
々
江
口
を
も
呼
戻
し
、
小
松
披
へ
引
取
候
。
坂
引
間
奥

右
衛
門
は
五
百
儀
陀
て
荻
谷
に
備
て
龍
在
、
長
霊
的
披
の
左
右
主
開

て
引
候
。
高
山
・太
悶
・長
・山
崎
四
倫
描
出
引
肉
眼
へ
莱
炭
し
候
得
共
、

長
重
方
は
勝
を
持
て
披
へ
入
り
、
近
迭
に
は
一
人
も
み
え
不
申
候

故
、
益
政
三
遊
山
へ
引
取
申
候
。
利
長
も
洩
引
口
の
磁
を
聞
き
、
只

一
騎
に
て
三
遊
山
よ
り
乗
来
、
長
盟
が
出
る
を
見

τ、
幸
の
事
也
、
懸

橋
よ
り
小
松
披
へ
乗
入
り
長
罰
則
川
守
を
取
ん
と
て
、

遊
山
の
人
数

高
山
南
坊
は
一
存
に
引
取
所
K
、
後
附
仰
の
戟
を
聞
き
只
一
騎
陀
て
莱

来
り
、
江
口
が
深
入
し
て
謹
滋
寺
村
陀
備
た
る
を
見
て
、
手
を
打
て

天
の
興
る
所
也
と
て
、
伎
を
長
・太
悶
・山
崎
方
へ
遣
し
、
早
々
返
し
来

候
へ
、
直
医
小
松
按
を
乗
取
ん
と
申
泣
候
故
、
三
人
も
備
を
飢
し
采

戻
候
。
江
口
は
是
を
し
ら
十
、
治
運
益
寺
村
陀
陣
取
候
。
坂
井
興
右

可
卸
小
股
容
刈

上
陀
て
鎗
を
合
せ
、
上
の
功
也
と
い
へ
ど
も
、
太
悶
但
馬
と
中
悪
敷
加

増
に
不
預
。

小
松
方
は
鎗
初
り
候
場
を
挽
立
ら
れ
、
橋
の
北
に
て
間

切
い
た
し
候
問
、
徒
立
ち
れ
候
と
有
之
て
感
献
は
不
問
、
加

m
tれ

被
巾
候
。
此
物
滞
在
成
田
助
九
郎
に
芭
民
間
て
書
記
候
。
共
後
松
平

本
知
三
百
石
の
上
陀
笠
千
石
を
宛
行
け
る
。
共
後
久
兵
衛
を
改
て
納

者
と
締
す
。
抽
出
四
人
陀
も
感
献
を

t
れ
被
申
候
。
上
坂
主
回
も
走
つ

ど
き
鈴
場
迄
参
候
問
、
感
献
を
可
出
か
と
あ
り
。
鷹
巣
刑
部
は
上
坂

よ
り
も
早
し
、
上
坂
感
赦
取
ら
ば
我
も
取
候
は
ん
と
争
放
に
、
上
坂
・

総
出
品
は
鎗
の
放
に
不
入
。
水
越
経
肢
は
初
よ
り
橋
際
に
踏
止
り
、
共

大
利
可
有
之
を
、
坂
井
が
才
制
官
民
て
長
提
勝
を
金
す
る
都
は
、
千
兵

は
易
vm
刊
一
勝
は
雛
ν
求
と
か
や
。
水
越
経
阪
は
松
平
久
兵
術
と
功
を

倫
じ
候
。

利
長
目
。
水
越
は
先
立
て
機一む
と
い
へ
ど
も
、

久
兵
衛
を

待
て
一
度
陀
か
L
A

る
。
久
兵
術
は
遜
し
と
い
へ
ど
も
腕
よ
り
下
り
少

も
不
止
、
山
代
稲
の
よ
へ
巡
候
成
、
共
乎
柄
一
帯
鈴
也
と
宛
ら
れ
、

と
逃
近
し
、
若
し
長
霊
浅
井
口
広
有
之
、
披
へ
米
ν

入
内
に
三
遊
山

よ
り
利
長
駈
付
、
掛
橋
口
よ
り
小
松
の
訓

mqを
乗
取
ら
ば
、
利
長
の

六
回
O

ロ
を
閉
め
候
故
答

t
被
引
候
。
時
向
井
畷
は

小
絵
披
よ
り
数
十
町
南

也
。
掛
橋
口
は
小
松
械
の

艮
に
て

披
の
惣
構
陀
て
而
も
三
遊
山




